






















































































































ル、LDL コレステロール（以下 LDL）、空腹時血糖を項目として t 検定にて
評価した。【結果】208名の内訳は、男性137名、女性71名、再相談者44名（男
性38名、女性6名）21.2％。1．男性の中性脂肪は25年155.5mg/dl、26年
143.9mg/dl（P ＜0.05）、LDL は25年135.9mg/dl、26年131.6mg/dl（P ＜
0.05）、空腹時血糖値は25年107.4mg/dl、26年105.0mg/dl（P ＜0.01）、女
性の BMI は25年22.5kg/m²、26年22.2kg/m²（P ＜0.001）、LDL は25年
149.7mg/dl、26年136.7mg/dl（P ＜0.001）以上の項目に対して有意に低値
を示した。2．再相談者は腹囲25年89.9cm、26年90.6（P ＜0.05）、中性脂肪
25年171.6mg/dl、26年149.2mg/dl（P ＜0.05）と有意差を示し、その他の
項目は悪化しているが有意差は見られなかった。【考察】栄養相談を受診した
男性は中性脂肪、LDL、空腹時血糖値、女性は BMI、LDL の改善すること
が分かり、栄養士が栄養相談をすることでメタボ改善を促すことが示唆され
る。再相談者については、25年度と26年度を比べるとほぼ全ての項目で悪化
したので、食事だけでなくメタボ全体についての教育が必要と推察される。
「従業員健康管理クラウド」の新規導入
－月別健診への移行とその課題
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名古屋第二赤十字病院　職員健康対策室1）、同　情報システム室2）、
同　人事課3）、同　副院長4）
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登1）、井嶋　廣子1）、大石　彩愛1）、横井　圭介1）、
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【目的】平成26年の労働安全衛生法一部改正を初めとして、厚生労働省は健康
診断業務について「量」より「質」を重視、健康診断実施後の「予防」に重点
を置いた政策に舵を切っている。これらの政策の目指す方向に合わせて、当院
でも健康診断を始めとする職員の健康管理の在り方を見直し、クラウド方式を
採用した職員健康管理システムを平成27年度より新規導入した。事務作業の
効率化を図り、人事部門や院内外来診療部門と連携したシステムを構築したた
め、システム導入のプロセスについて報告する。
【概要】システムの名称は「従業員健康管理クラウド」で、主幹ベンダは株式
会社日立製作所である。人事情報と健診データを分割することにより、情報管
理リスクを低減させ、健診データの一元管理を目指した。また、健康診断実施
後の各種フォローを充実させるため、一括健診から誕生月による月別健診へ移
行、既存の外来診療機能を活用した健康診断実施体制を整えた。平成26年度
で健康診断や面談に関するシステムを構築、平成27年度より新システムによ
る健康診断業務をスタートさせた。
【考察及び結論】年1回の定期健康診断、及び年2回の特定業務従事者の健康診
断、特殊健康診断を月別健診の形で進めるため、対象者抽出と日程調整をシス
テムにより自動化させ、事務作業の軽減を達成できた。また、電子カルテシス
テムや各診療・検査部門との連携を進め、一般外来診療と同様の流れに従った
健康診断を実施する体制を整えたが、システム運用上の課題も散見される。
施設間人事交流推進による組織の活性化とその効果
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【はじめに】千葉県における赤十字施設は、1支部、1病院、1センター及び1
事業所、1供給基地、6献血ルームと合計11か所であり、その多くが東京寄り
の県北西部または北東部に集中しており、施設間異動が発生した場合でも、転
居をすることなく通勤することが比較的容易であり、過去より、本社も含めた
「人事交流」を活発に行っている。
【目的】支部や病院、血液センター等施設の視点では、赤十字運動をより一層
推進するための強固な組織基盤構築が目的となり、一方、当事者となる異動者
は、キャリアパスの機会、自己のスキルアップなどが主な目的であると考え
る。今回の検証は、支部施設それぞれの組織のメリットとデメリットの検証、
また、個人における職務に対する取り組み変化、赤十字運動参画への意識変容
の現状把握を目的とする。
【対象】各施設人事担当者、施設間異動経験者
【方法】各施設人事担当課長及び過去5年間における施設間異動経験者に対す
るインタビューほか
【考察】「人事交流」は、勤務場所や通勤方法の変更等環境の変化はもちろんの
こと業務内容の変化や新たな人間関係の構築など大きなストレスを抱えること
がある反面、赤十字運動に精通するゼネラリストとしての赤十字職員を育成す
るには、不可欠であると考える。
【結論】「人事交流」による組織活性化の主な成果としては、（1）様々な職務を
経験することで、業務内容や施設内部事情に関する相互理解が高まり、業務連
携等が円滑に行えるようになる。（2）これまでに気付かなかった各人の潜在
的な能力の発掘を進めることができ、新たな人材登用に繋がる可能性がある。
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